



























Effect of Extra Curricular in Kindergartens on Mothers
─Focusing on the Parental Parenting Attitudes─
Abstract：
The purpose of this study is to determine whether the use of extra curricular in 
kindergartens reduces the sense of burden of child-rearing and improved the mother’s 
parenting attitudes. To verify the results, data was used from a longitudinal survey of 472 
mothers with kindergartners. Analysis of variance was carried out for two factors: the 
frequency of use of extra curricular and the sense of burden of child-rearing / the mother’s 
parenting attitudes. The result confirmed that making use of extra curricular did not have 
the effect of reducing the sense of burden of child-rearing, but it had the effect of improving 
the mother’s parenting attitudes in the frequently used groups.
キーワード： 母親の養育態度、育児への負担感、幼稚園における預かり保育、子育て支援の効
果、縦断調査
Keywords ： Mother’s parenting attitudes, The sense of burden of child-rearing, Extra Curricular 























































































の有無），母親の年齢（「 1 ．20歳以下」，「 2 ．
21～ 25歳」，「 3 ．26～ 30歳」，「 4 ．31～ 35
歳」，「 5 ．36～ 40歳」，「 6 ．41～ 45歳」，「 7 ．
46～ 50歳」，「 8 ．51歳以上」），母親の就労状
幼稚園における預かり保育の効果検証 49
況（「 1 ．専業主婦」，「 2 ．パートタイム勤務」，
「 3 ．フルタイム勤務」，「 4 ．その他」）， 1 年
間の世帯年収（「 1 ．200万円未満」，「 2 ．200
～ 400万円未満」，「 3 ．400～ 600万円未満」，
「 4 ．600～ 800万円未満」，「 5 ．800～ 1 ,000
万円未満」，「 6 ． 1 ,000～ 1 ,500万円未満」，
























由：第 2 次調査にて，1 年間で，幼稚園で実施
している預かり保育をどのくらい利用したかに
ついて，「 1 ． 1 度も利用しなかった」，「 2 ．
1 年に数回くらい」，「 3 ． 1 学期に数回くら









子どもの数は 1 ～ 4 人（M=2.04，SD=.71），
子どもの年齢は 3 ～ 6 歳（M=4.10，SD=.87）
の範囲で回答が得られた。家族構成について




下 が50人（10.6 ％），31～ 40歳 が353人
（74.8％）で全体の 7 割以上，41歳以上が68人
（14.4％）であった。また，母親の就業形態につ
い て は， 1 学 期 で は， 専 業 主 婦 が383人
（81.1％）で全体の 8 割以上を占めており，続
いて，パートタイム勤務が53人（11.2％），フ
ル タ イ ム 勤 務 8 人（1.7 ％）， そ の 他27人
（5.7％），不明 1 人（0.2％）となっている。 3
学期でも，約 8 割の母親が専業主婦であった。
世 帯 年 収 に つ い て は，400万 円 以 下 が55人
（11.7 ％），400～ 600万 円 が120人（25.4 ％），
600～800万円が114人（24.2％），800万円以上







て，「 1 度 も 利 用 し な か っ た 」 が107人
（22.7）％，「 1 学期に数回くらい」が97人








































































































































（図３）。その結果， 1 時点目（1学期）， 2 時点
目（3学期）におけるモデルの適合度指標は，そ
れ ぞ れGFI= .917，AGFI= .895，CFI= .928，


























































































1 学期 3 学期
第 1 因子　受容的な関わり
【項目13】この子に優しい .72 .74
【項目 3 】よく子どもにほほえみかけている .70 .71
【項目 1 】あたたかく優しい声で話しかけている .67 .60
【項目15】この子に対して冷たい －.62 －.64
【項目12】この子といろいろなことを話すのを楽しんでいる .61 .56
【項目 9 】うちで子どもと楽しい時間を過ごす .60 .61
【項目 8 】子どもが怖がっているときには，安心させてあげる .56 .50




【項目11】 この子は自分（親）がそばにいないと自分のことができない子だと思う .56 .59
【項目10】 子どもがしようとすることすべてに対してコントロールしようとしてしまう .51 .55
【項目 5 】子どもに対して過保護だ .51 .50
【項目17】この子を自分（親）に頼らせようとしている .47 .57
























































変動因 平方和 自由度 平均平方 F η2
親負担感
被験者間
預かり保育の利用頻度 76.35 3 25.45 2.64* .03
誤差 2964.61 308 9.63
被験者内
調査時期 .49 1 .49 .32 .00
利用頻度×調査時期 1.39 3 .46 .31 .00




預かり保育の利用頻度 62.07 3 20.69 1.77 .02
誤差 3651.35 312 11.70
被験者内
調査時期 1.11 1 1.11 .66 .00
利用頻度×調査時期 .91 3 .30 .18 .00


















































変動因 平方和 自由度 平均平方 F η2
受容的な関わり
被験者間
預かり保育の利用頻度 34.42 3 11.47 .57 .01
誤差 6158.20 306 20.13
被験者内
調査時期 15.57 1 15.57 5.47* .02
利用頻度×調査時期 32.34 3 10.78 3.78* .04




預かり保育の利用頻度 2.42 3 .81 .07 .00
誤差 3535.72 313 11.30
被験者内
調査時期 1.75 1 1.75 .96 .00
利用頻度×調査時期 7.72 3 2.57 1.41 .01
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利用なし 1 年に数回くらい 1 学期に数回くらい 1 ヶ月に数回以上
1 学期 3 学期 1 学期 3 学期 1 学期 3 学期 1 学期 3 学期
 親負担感 n=81 n=138 n=64 n=29
M 9.12 9.01 8.99 8.99 9.92 9.70 9.66 9.72
SD 2.41 2.54 2.28 2.29 2.48 2.54 2.06 1.94
 子負担感 n=81 n=141 n=65 n=29
M 11.49 11.56 11.17 11.26 11.77 12.02 12.07 12.07
SD 2.54 2.62 2.54 2.67 2.68 2.60 2.28 2.51
 受容的な関わり n=81 n=137 n=63 n=29
M 28.56 28.36 28.39 28.32 27.94 28.27 26.93 28.34
SD 3.26 3.67 3.07 3.16 3.79 3.76 3.49 3.56
 統制的な関わり n=82 n=140 n=66 n=29
M 12.73 13.10 12.81 12.81 13.06 12.85 12.76 13.10
SD 2.62 2.64 2.51 2.65 2.47 2.63 2.31 2.23
